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岡山市および倉敷市において例年の如 く蚊

の季節的消長と日本脳炎の発生状況との相関

関係について考えて見た。

本年は岡山市では例年の如 く岡山大学医学

部構内の定点の外に岡山市近郊の御津郡一宮

町に調査地点を設置 した。又倉敷市では水島

地区と浜地区の2点 で調査を行なつた。調査

の方法としては例年通りlight-trapを 用いて

蚊の季節的消長を観察 し,日 本脳炎の発生状

況は県衛生部の速報によつた。又気象は岡山

地方気象台の観測報告を利用 した。

1.岡 山地方における気象状況

本年は降水量が非常に少なかつたことが特

徴で6月 中旬か ら下旬にかけてと, 7月 中旬

にやや目立つた降水を見ており,こ れが蚊の

発生に少 し影響をおよぼ したかと思われる程

度であつた。又気温は4月 中旬に20℃ を越

えた日があつたが4月 下旬から5月 初旬にか

けて少々気温の降下が見 られたが5月 中旬か

ら下旬にかけて25℃ を遙かに越えた日があ

った。これは例年の7.8月 の気候 と等 しく

蚊の発生にかなりの影響をおよぼ したと思わ

れる。なお6月 初旬には20℃ 以下の日もあ

り,ま た下旬には20℃ を僅かに越えた日も

あった。なお7月 以後8月 一杯は連日25℃

を越 していた。

以上より本年の気象条件を概評すると,蚊

の発生には決 して悪い条件ではなかったと考

えられる。

2.岡 山市 における蚊 の消長

岡山市 では例年 の如 く岡 山大学 医学部構 内

の定点で調査 を行 なつた。本年 の蚊 の動 向 と

しては4月20日 に アカイエカの雌4羽 を採 集

したのに始 ま り, 6月 の終 り迄 アカイエ カの

みで終始 し,殊 に5月 一杯 はその数 も一夜 に

20羽 を越えた ことは殆ん どな く, 6月 初 旬 に

なつて高 々50羽 を数え る程 度であつたが中旬

か らは これを越え るようにな り,下 旬 には遂

に100羽 以 上に達 してい る。 また6月 下旬 か

らはコガタアカイエカが 出現 しは じめ7月 上

旬 には急激 な増加が あり, 7月3日 にアカ イ

エカ46羽,コ ガタアカイエカ357羽 を 数 え る

ようにな り,さ らに7月13日 に はアカ イエ カ

19羽,コ ガ タアカイエカ1264羽 お よびその他

11羽 の計1294羽 を数 え るに至 り遂 に本年度最

高 の出現をみ た。 しか しこれ より暫次減少 の

傾 向を示 し. 7月 下 旬よ り8月 中旬迄 殆ん ど

な だらかな波 動曲線 を描いてお り8月20日 に

はアカ イエ カ62羽,コ ガタア カイエカ15羽,

そ の他2羽 に迄 減少 し, 9月18日 以 後 には遂

に コガ タアカイエカは姿 を消 し,ア カイエカ

のみに なつて いる。 なお,本 年の採集蚊総数
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第1表　 1964年 度 岡 山 市 に お け る 蚊 の 消 長
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は5071羽 で 例年通 りの発生 と言え よう。又性

別で は雌1865羽,雄3344羽 で 雌 雄 比 は1:

1.7で あ つた。 アカイエカの雌 雄比は1:2

で あ り,コ ガ タアカイエ カの雌雄比は前年度

は1.2:1で 雄 が多かつたが本年度は逆に雌

が多 くなつてい る。

な お,以 後 の 記載 の便 宣上,ア カイエカ

C. p.,コ ガ タアカイエカC. t.,ミ ツ ホシ イエ

カC. s.,カ ラ ツイエカC. b.,ヒ トスジシマ カ

A. a.,オ オ クロヤ ブカAr.,シ ナ ハマ ダ ラカ

A. s.と 略 記す る。

3.御 津郡一宮 町におけ る蚊 の消長

この地点 におけ る調査は本年が始 めてで6

月 より開始 した。 場所は岡山市北西部 にあ る

農村で,農 家 の中庭を選びlight-trapを 設 置

した。 ここは藺草 水 田お よび水稲 水田の多い

地帯で用 水には非常に恵 まれ,そ の最盛期 に

は この地方 の80%は 水 で被わ れ る。 この地方

の蚊 は6月 一 杯は30羽 以下 でC. p.. C. t.,共 に

第2表　 1964年 度一宮町における蚊の消長(対 照=農 家中庭)
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殆 ん ど同数 であつ た。7月 に 入 つ て か ら は

C. t.,及 びA. s.,の 雌 に異常 と思われ る程 に

急激な増加 がみ られた。即 ちC. t.,の 雌 で は

7月3日 に235羽, 6日 に353羽 で あつたの

が9日 に は一 挙に19120羽 と甚 だ しい急増を

みせた後13日 に5486, 7月27日 に は25730

羽 とな り更 に31日 には99958羽 と再 増 したの

ち8月10日 迄8月14日 を 例外 と して,な だ ら

かな波を描 きなが ら僅 か に 減 少 して い る。

A. s.,の 雌 で は7月6日 に117羽, 9日 に780

羽, 13日 に956羽 と増加 したの ち一 旦減少 し

27日 に は 最高 の4516羽 と な り, 31日 に3296

羽, 8月3日2710羽, 6日 に は4186羽 と再 増

後,比 較的急 な減少 曲線を描いてい る。 これ

で見 るとこの地点 におけ る雄は何れ も極 く僅

かで問題にす るには少 なす ぎ る数で あつ た。

な お,こ の 調 査 期 間 中に この点で採集 した

蚊 はC.p., 2759羽, C.t., 290443羽, A.s.,

 37932羽,計331144羽 と驚異的 な数字 を示 し

てい る。雌,雄 比はC. p.,で60:1, C, t.,

で473:1, A. s.,で284:1で 全 体 と して

は417:1で あ つ た。

4.倉 敷市水 島におけ る蚊 の消長

ここで も例年 の如 く4月 始めよ り調査を開

始 したが4月14日 にC. p., ♀1羽, 4月24日

に 同 じ くC. p., 〓1羽 を得たに止つた。5月

に入つ てか らは毎回少数 なが らC. p.,が 見 ら

れ た外5月12日 に 本年始めてC. t., ♀2羽 を

認めた。5月29日 に はC. p.,の 本年 におけ

る頂 点 とな り ♀27, 〓19,計46羽 が 見 られ,

そ れ よ り徐 々に減少 し8月 末 日迄,極 く少数

なが ら毎回認 め ることがで きた。

C. t.,で は7月 に入 ると共 に増加の傾向を

示 し7月17日 に は76羽 で 最高点 に達 し8月 の

末 日迄 発生が認め られ9月 に入 ると同時に姿

を消 してい る。又A. s.,は7月 初旬 よ り出現

し, 7月31日 に19羽, 8月4日 の18羽 を最

高 と し8月 末 日迄 極 く少 数なが ら出現を認 め

た。

ζの調査期間 中の この地方にお ける蚊の 出

現状況 を総体 的に見 ると50羽 以上 の 日が4回

あ り,そ の第1回 目は5月29日 の ♀31羽,

 〓19羽 で その主体 はC. p.,で あ り,第2回

は7月7日 の ♀53羽, 〓13羽 で そ の主体 は

C. t.,の ♀48羽 で あつた。又第3回 目は7月

17日 の86羽 で うち ♀81羽, 〓5羽 で あ り.そ

の主体はC. t.,の ♀76羽 で あつた。第4回

目は8月4日 の ♀43羽, 〓19羽 でC. t., ♀

の23羽 が 主体 となつてい た。 これ で もわか る

通 りに7, 8両 月 はC. t.,の 最 盛 期であ るこ

とが明 らかであ る。

なお,全 期間を通 じ, C. p.,で は ♀151,

 〓144,計295羽, C. t.,で は ♀383, 〓22,

計405羽,又 全体で は ♀606, 〓176,計782

が 出 現 して お り,そ の雌雄 比はC. p.,で1:1,

 C. t.,で17:1で あ り全体 と して は 約3:1

で あ つ た。

5.倉 敷市 浜にお ける蚊 の消長

この地点 は例年 観察 してい る所で4月 始 め

よ り調査を 開始 したが, 4月28日 に アカイエ

カ〓1を 見 たのが初 めで それよ り6月12日 頃

迄は散見 され る程度で あつた。C.t.,の 初 確

認 も6月12日 で あり,本 年 の本格 的な蚊の発

生 は この 日か ら以後 とい うこと にな る。C. p.,

の最 頂点 は7月10日 で ♀30, 〓197,計227

羽 で この前後4, 5日 が 非常 に多 かつた と言

えよ う。 その他の 日は高 々50～60羽 位 と認 め

たにす ぎず殆 ん どが40羽 以下で あつた。

C. t.,で は7月7日 か ら8月4日 迄 が 最 盛

期 で あ り,最 頂 点 は7月21日 の ♀128, 〓196,

計324羽 で あ つ た 。 な おC. t.,は9月 に 入 る

と 姿 を 消 して い る 。A. s.,もC. t.,同 様7月

7日 か ら8月4日 迄 が 最 盛 期 で あ り,最 頂 点

は7月10日 の ♀63, 〓181,計244羽 で あ つ

た 。 こ れ ら を 総 体 的 に 見 る と 本 年 の 最 高 点 は

7月10日 の738羽(♀211, 〓527)で そ の 最

盛 期 は7月3日 か ら8月18日 迄 で,こ の 間 に

出 現 し た 蚊 はC. P., ♀137, 〓700,計837羽,

 C. t., ♀1133, 〓1337,計2470羽, A. s., ♀

334, 〓731,計1065お よ び そ の 他 少 数 で そ

の 合 計 は ♀1611, 〓2784,計4395羽 で あ つ た 。
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第3表　 1964年 度倉敷市水島千鳥町における蚊の消長

又 こ れ ら 雌 雄 比 はC. p.,で1:5, C. t., で は 約1:1, A. s.,で は1:2で あ つ た
。
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第4表　 1964年 度 倉 敷 市 浜 に お け る 蚊 の 消 長
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6.小 括

以上岡山,一 ノ宮,水 島,浜 の四地区にお

ける蚊の出現状況について述べてきたが,こ

れらを併せて考えてみると,何 れの地区にお

いても200羽 を上回るような所謂最盛期は7,

 8の 両月で,殊 に最盛期への上昇曲線は比較

的急で,何 れの地区において も7月1～5日

頃に見 られている。併 し最盛期の終熄,即 ち

下降曲線は一宮以外では8月 の中旬から下旬

にかけて現われているが,一 宮ではやや遅れ

て8月 下旬から9月 初めにかけて見 られた。

従 つて最盛期の 出現 も一宮では8月3日 で

93844羽 であつたが,岡 山では7月13日 で

1294羽 であり,水 島地区では7月17日 で86羽

と非常に少なくなつている。又浜地区では7

月10日 の738羽 であり,何 れに しても一宮以

外は7月 中旬に出現 している。なお,こ のよ

うに採集数は地区により非常に大きな差が見

られるが,蚊 の出現曲線を作つてみると何れ

も相似の曲線が得 られ,蚊 の出現する傾向は

大体同 じであると考え られそうである。又最

盛期の採集蚊数の主体は何れの地区で もコガ

タアカイエカであり,岡 山市と浜地区では雄

の方が多いのに一宮と水島では雌の方が多い。

さらにこの一年を通 じて採集 した蚊の総数か

ら見ても岡山市,浜 地区では雄が多 く,一 宮,

水島地区では雌が多 くなつている。このよう

に雌,雄 の比については何が原因となつてい

るかは今後の問題である。又岡山地区では7

月5日 にプレミアムマラソン粉剤の空中散布

試験を行なつたのでその後4, 5日 は蚊 の出

現が減つたようであるが1週 間後には殆んど

その効果は消失 していた。また一宮地区では

驚異的に多数の蚊が採集されたが,そ の原因

はlight-trapの 設置場所の周辺に牛舎が三ケ

所あつたことと,水 田地帯であることが大き

な原因と考え られる。

7.日 本脳炎の発生状況

岡山市における日本脳炎の発生状況を見る

と,そ の初発患者は8月4日 で蚊の最盛期で

ある7月13日 との間には丁度21日, 3週 間の

間隔が見 られ,例 年通 りと見てよい。なお,

本年の岡山市における日本脳炎患者の発生数

は11名であつた。また倉敷市における日本脳

炎患者の初発は8月3日 で,そ の最盛期は7

月10日 であり,そ の間隔は23日 で約3週 間で

あつた。また水島地区では初発が8月10日 で

あり,最 盛期は7月17日 で,同 じく23日の間

隔が見 られている。なお,倉 敷市における日

本脳炎患者発生数は7名 であつた。次に岡山

県全体としての日本脳炎

の流行は8月3日 以後と

みて差 しつかえあるまい。

その最盛期は8月20日 頃

とみられ,総数は243名 で

あつた。これは昨年度の

98名 に比べると2倍 以上

で昭和33年 以来の多数で

あり,昭 和25年 に次いで

戦後二番目の大発生であ

った。以上より岡山県下

における日本脳炎患者の

発生は岡山および倉敷に

おける蚊の出現最高値 よ

り3週 以後とみられたこ

とは例年の成績 と全 く同

1954年 度岡山県に於ける日本脳炎発生状 況
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様な傾向を示 している。

8.結 論

1.岡 山市,備 前一宮,倉 敷市浜及び倉敷

市水島の四ケ所で灯火採集器により,蚊 の出

現状態を観察 した。

2.蚊 の最盛期は7月 初旬より8月 中旬迄

である。これは例年と同じであつた。

3.こ の期間における最高峯は倉敷市浜で

7月13日,倉 敷市水島で7月17日,備 前一宮

では8月3日 となつており,各 地 ともこれよ

り3週 後に日本脳炎の流行が始まつている。
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